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広葉樹 クラソ い て′レプ中 に含 まれる柔細抱等は木級経に比 し帖麦が低いが,- ミセルローズを多

量に含んでいるので繊維素の詐/.含度を考察するのは困難である｡ この間題を少しく明にするために

前報に引続 き,二三の実験を行った｡

1. 長時間蒸解の影響

木材 として-1,Lカキ (SakakiaochnaceaNakai)を用 いた｡サ カキの分析値等は別報に記 したo

サカキのチップを前報 と同 じ薬液でクラフ ト蒸僻を行って得たバルブを楼中細抱部と繊維細胞部に

分別 し前報の様に分析 した｡ 今回は更に 5% NaOH 溶解度をも加えた｡最高温度蒸解時間を 0.5

-2.5hrに延長 し,浸高湿度を 165--175qC.に上げた場合のこれらの分析値を第 1表に示す｡既

報の通 り長時間の蒸解'/1よ '-/)棟小細胞部と木繊維部 との佃対精度ほ てT.,i4--5(0.4.Oi濃度)で接近

するO リグニン含量 も蒸解時間が長 くなるに従って掛 庄する｡)ベン ト})∫:/も同様である()5!,)i Na

OH 溶解度は比斬用勺業が大 きい｡)
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2. 前加水分解の影響

上の実験は通常のクラフ ト蒸解であるから,蒸解条件を強 くしてもベン トがンはあま り減少して

いない ｡次に人絹パルプを考慮に入れて,前加水分解を組合せたクラフ ト蒸解を行った｡材 として

ほ イクジイ (ShiiaSieboldiMakino)を用いた｡チップは予め水で 3hr.,1653C.に蒸斉 し,次で

従前通 りの蒸解液を入れて,最高温度 1650に 1hr蒸解 した｡パルプは同様に分別 して分析 した｡

第 2表に示す通 り, マT.モl はやは り木繊維 と柔細胞 とが殆んど一致している｡ ペン トリごン′は著 しく

除去 されていて,柔細胞 と木繊維 の差 も倖少である｡

Tab]e2. Prehydrolysis-KrattPulpingof"rtaji"(ShiiaSieboldiMaki,10)
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前報では柔細胞部と木繊維部 との 2区分の- ミセル ロー77量が興 るために, 2区分の 万,-ゝ1 が等

し ぐても,それ らの繊維素の平均重合度の接近 していると断言 し錐かったが,(1)及び(2)の結果 よ り,

長時間蒸解の/ミルプの中 の 2区分は剛 菜な平均環 合度を有すると考えてもよさそ うである｡ 次に短

時間蒸解の高帖 夏パ ルプの木繊維部は著 しく帖 変が高 く,柔細胞部との差が大きいことに関し,-

ミセルロ-ズ含量の差等によるのでな く,おそらく柔細抱の繊維素部 自体の重合度が木繊維 より低

いと推定 されるが,更にこの点を明にするため:重合度分布の比較を行 うこととしたO

3. :重合度分布の比較

柔細抱 と木繊維 との繊維素の異同を明瞭 するために,蚤今度分布を檀接比較することしたn 木材

としてほ, ヒメシャラ (Steu)arliamonadelPhaSieb.eiZucc.)を用いた｡ この材を比較的短

時間蒸僻ならびに長時間の蒸解を行い高柳 女及び低 粘度のパルプを得, それ らを既述の如 く し て

150-meshの Wireで縮分 して,襖小細胞部 と木繊維軸 こ分別 した｡蒸解ほいづれ も全 Nao_020%,

硝化率 25% の蒸僻液であるが,短時間蒸解の場 合は,165しC に P･5hr蒸解 し,長時間蒸解の場合

は同じ温度で 2hr蒸僻 した｡ 分別 した微小細胞部及び木繊維部は硝化 し,アセ トン溶液の分別沈

澱に よって試合度分布を求めた｡既述の通 り,短時間蒸解のものは,いづれも銅安粘度は比重如′埴i

く而 して木繊維部の帖宴は微小細胞部 より翠しく高い ものであ り,長時間蒸僻のものは反対に低精

度で両者の精度が非常に接近 しているものである｡

硝化及び分別

E.HEUSEli,L J('niGENSEN-) に従い,硝化混酸の紬友は, 94%-HNO:～50%,84-85% H:Pot

40%,P.=0510% とし 24〇C.の恒温槽中で 2hr.硝化 した｡パルプ或は粉末状の柔細胞 1･5g を

共栓付エ′レレンマイエ′レに入れ混酸 100mlを加えて硝化後,ガラスフィルタ-･に 口過 し,同ちに

多量の氷-jlぐで洗准,2%'Na･lCO:了ご洗准,再び 多骨の蒸瑠水で洗准, 2日間7回 一に置き,終 りに メ

･yノ←ル ご洗礁 し,減圧 一PA10 ;-, 上に常温乾燥 した｡f闘 ヒ物約 2gを侶 反し,ア-L･トンに溶解 して薫
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液量Jl約 800ml とし不溶物を遠心分離 (乾燥 粧鼓して溶解畳を補正)したる役,蒸溜水を少量宛加

え乳濁するに至れば再びアセ トンを加えて微燭の状態に戻し,30min放置後遠心分離して第 1区分

を得る｡ 次に約 2.5mlの水を加えて次の区分を析乱 以~門司様にし最後に多量の水を加えて遠心

分離 しても沈澱しな くなったならば,仝液量を測定し,その中より約 100-200mlを取 り,アセ ト

ンを重要低温蒸溜 しま り,沈澱を遠心分離 し乾燥 し粘度測定試料 とすると共に計算に より最後の区

分を求めたO残液は脱硝剤を加えてアセ トンを蒸溜回収 した｡遠心分離の時間は 1･5minとした.

管長のジェ I)-状沈澱物は容易に振 り出して別器へ移すことができる｡403C.で兵空乾燥 し,管f=～1ミ

0･5mm,7-ヒト/流下秒数約 83secの神変計で, 濃度約 0.24g/1で測定し, 〔ヤ〕-(･Gsp/C)/(1+

0･3157.llT7) より 〔マ｣を求め,p-〔万〕/11･10--1 に より頚合度を計卸 した2)o
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蒸僻時間を著 しく長 くした低机既のクラフ トノミルプより分離 した柔細胞部 と繊維細胞郡 とは,甥

に銅安田対守吊夏よりわかっていたよ うに,平均重合度殆んど等 しく (670),分布fH闇とも少 しの差は

あっても大体掬似 している｡ 試合度 1000-1100以上は含まれない と考えられる｡ 低分子部の分別

は不完全であるが,300以 下約 12% 含まれると推定 される｡ 一･万短時間蒸僻パルプの木繊維部は

,平均軍含度1343,300以T4%,1000以下 20Ol1,高分子部は 2000--2100まで含まれる｡同じ
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十P

パルプの柔細胞部は,平均葦合度916,300以下約 14t26',1000以下約 50%而して約 1600以上は

存在しない｡故に木繊維部に比 し,はるかに鋳長分布が低い方-ずれていることがわかった｡これ

に よれば元来木材中にあった高請合蛙の木繊維の織維素 と,それ より低輩合鹿の柔紺 泡繊維素が,

アルカ リ蒸解の結果低分子化 して,平均琵合度約 700の水準で,両 方が接近 するように思われる｡

然 し果 して原木材F巨 ご柔細胞細胞膜が木繊維用酬 葵に劣った鎖長分布を有するであろ うかO

広葉樹の原木の繊維素の鎖長分布は,た とえば E.HEUSElそ,L J(JRGENSEN】) ll/I-よれば, Aspen

の場合,鎖長分布は 600-2900にわた り,1100以下は僅かに 8%,2100-2900の語合鹿範囲のも

のが60%を占めると言っている｡樹種に よって興 ることを考えずに,若し1二メシャラの原木の分布

もAspenに難しているとすると,矧時間0_)クラフ ト蒸解でも原 木より著 しく班長分布が低 分子-守
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れて来 ることが考えられ る(｡柔細舶 糾 )釦 貢分布は更に低 分子-ずれているが,蒸解中に木組酢細

泡膜 よ り激 し く,アルカ リ0)酸化を 仲 川-A:用 を受けたか も-,/Jr:Flれないのである｡上下の通導系である

導 管 や,径方向の物質移動 の速であ る鶴紬組織は,Lr無宿の通過,拙雛が容易で,木繊維 の厚膜 で 内腔

が小 さ く,薬液が専 ら中間層か ら反応す る と考 えられ るのに比べて,はるかにその影響を受け易い

のではなかろ うか｡)要す るに蒸解 LIJ,前の木柳 こついて両脚叶究 しなければ確実な こ とは言 えないO

要 約

1. 広葉樹 の クラフ トノミルナを相中紬他郷(D と木繊維榔(止)に分別 し'/L'/I(の賓齢を行ったこ､

2. 長時間 又は高温長時間の蒸解 では(Ⅰ)と(肝)との相対紺宴は接近す る,J(I)と(ID との り}/

-/及び ペ/ トリご/合葦も接近する｡, 51)iNaOH 溶解度はあ ま り接近 しないL,矧時間蒸解 の場 合

は, リ//ニン,ベ ン ト上 /,50,i;NaOH 溶解度等 いづれ も著 し く二日 )に 多く,桐対 粧 度は (Ⅰ)が

賢し く低い｡

3. 廟 痔聞塞解 の(I_)と(Ⅱ),二矧堀田蒸解 の(日 と(旺)の繊維素鎖長 分布 を批足 した｡長時聞蒸

僻の(Ⅰ)としげ)ば碩根の分布を有す るLJ,柚別間読解 の(日 は(Ⅱ)に比 し,低分子含貴 多く高 分子が

7.''映除 してい る,,

4. 原本に於ける(I)と(汁)の錘長分布の差異はなお結論す るこ とができないO

ResLImLi

1.Hardwoodkraftpulpswereseparatedintotwoportionsbyscreening,Oneconsiting

ofrayandparenchymacellsofsmalldimensionandtheotherconsistingofwoodfibers.

2.Inthepulpsofveryshortcookingtime,thetwoportionsarevery different,the

parenchymaportionscontainlargeramountoflignin,peれt()sam,andthe5% NaOH solub一e

matter,andthesolution-viscositiesarelower.Ontheotherhand,inthepulpsofverylong

｡rhightelllperaturecooking.ThetwoportionsapproacheacllOtherregardingtheirsolutioll-

viscosities,1igninandpentosancontent,butthe5%-NaOH-solubilitiestothelesserextent.

3.Chain length distributionsoftheseportionsweredetermined by thefractional

precipitati()noftheirllitrates.

4.Eveninthepulpofveryshortcookingtimethehighestmolecularfractionsare

cut,lowerfractionsareincreasing,and thelllean pOlymerizatiolュdegreeisconsiderably

I(1Werintheparenchymacellporti()ns.

5.Inthepulpof1(mgercookingtime,thew()odfiberportionandtheparenchymace一l

portionllaVeSimilardistl~ibutioucurveandappr()ximatelyeqtl:almeanpolynlerizatiolldegree.
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,6)Thechain lengthdistributionsofthetwoportionsintheoriginalwoodarestillto

bedetem ined.
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